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富山号屋台会館附設館

４,４も堆
　大正時代に､当代の左甚｡石jlとも言われた長

谷川霧士郎をは1!め三十三人の技術者たちに

よ・て､十五年間の歳月をかけて製作されたＵ

光東無官模型は､実物の十分の一で､陽明門

をはじめ､本殿､拝殿､五重塔など二十八の建物

と､鳥居などの附属物をすべて再現しています。

　構造はもちろん｡装飾や､彫刻､絵画にいたる

まで'､実物に忠実に再現され､その部品は総数

五十万個といわれています。

　この日光東照宮超精巧模型は､戦後アメリカ

に渡り､長い間アメリカ全土を巡回公開されるな

どLた後､再び日本に｡眠帰りしました。

　当高山屋台全館では､高山城主金森氏をは

じめ､代４の郡代､代官と､徳川家ならびに日光

東無官との深い縁と､名工左甚五郎出生の地と

言い伝えられる飛騨高山の地に､日光東照宮超

糟巧模型が永く保存展示されるために､高山屋

台会館附設“桜山日光館“を開館いたＬました。

館内は､近代的な申にも荘厳な雰囲気を待たせ、

居ながらにして日光東朋宮に在る思いに皆様を

誘うａもに､日光東無官1飛騨高山､桜山八幡

宮との脈々とつづく因縁を知・ていただlﾀます。
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飛騨の匠の技あつめて

高山祭の屋台

　古くから飛騨の国は、大和朝

廷へ、税のかわりに匠(たくみ)

を毎年送り出しました。選ばれ

て都へ出た匠たち（毎年100人－150人□ま、奈良の都の宮殿や、お寺

の建築に従事してその腕をふるいまＬた。

　匠が都へ送られた期間はおよそ600年、延べにして７．８万人の飛

騨人が一年間都で｀働いたことになります。この人たちを総じて「飛騨

の匠」と呼んで･います。

　飛騨の国には、今もこの匠たちの永い伝統と、培われた技術が脈々

とうけつがれていますが、中でも江戸時代後期に、大輪の牡丹のよう

に花閣いたのが高山祭の屋台です。
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　飛騨国主金森重頼の実弟童

勝より宝永５年大太鼓の寄進

を受け、欄干付の車に大太鼓

を載せ、祭礼に巡行したのか

起源で、現在も屋台行列の先

頭に立ち、大太鼓２人、締太

鼓１人､笛２人か祭囃子を流

しなから曳いている。
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　享保年間の創建とされ、布

袋の操り人形を主題にしてこ

の屋台か建造された。布袋和

尚と唐子巳体は、操り手綱36

条と９人の綱万を要する極め

て複雑巧妙な、からくり人形

で、離れからくり人形中日本

最高のものである。

　亨保３年の創建といわれこ

いるか、その後破損し、文政

元年に出来たのか現在の屋台

で、神功皇后に武内宿禰の像

を飾っている。

　金鳳台は、文政年間の屋台

の形を崩さす、高山の屋台の

基本の形をなしている。

　茶人殿様金森氏の城’|ヽ1」･として栄えた

高山は、元植五｡年0692）にj幕府の直轄

地「天領」となると、それまでの土方好

みの文化に加えて、江戸の文化が波のご

とく入り込んで･来てこの|||深い飛騨の地

で･見事にミックスされて栄えました。高

山の町人たちは町内毎に犀台を造･って、

春秋の祭に心意気を競いました。

　高山祭の屋台の1･､I』‘復は、均衡の取れた優雅な外形と、すみずみにま

で行きわた．た細かな気&!りで･、木|)塗り・彫刻・金具・織り・染

め・絵詞|･人形にと望み得る最高のかたちをつくり出そうとしたとこ

ろにあります．こうＬた職人芸の絆を．統合しながらプロデュースし

て、一台の煩台というものに仕立て|･.げた.日.那衆のjS意識と、それを
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ｉ　高山で最初のΞ翰の屋台で、｜

｜樋所●の幽径は1.5Bmもある。｜

｜中段は甲安屑屋の御殿造りで｜

｜囲いかなく簾右串|ぱI垂らし、｜

｜この崔圖で烏帽子、塵ａの装

｜東をきた協子運が●雅な屋台

｜麗子の大ハ曲庇巷は潰じてい

｜た。
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　創建は猛撃４年で、その後

天保８年に両建されたのか今

の屋台であり、特に中段の前

面には雪駄、側面には明人遊

苑図の刻糸幕、後面見送りは

綴錦のササン朝モードの樹下

仙人美人図の垂幕は稀品中の

稀品である。
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　創建年代は享保３年以前で

明和８年の再建、天明元年に

新調した、神馬と白丁２人の

飾り人形を備えている。

　中段の紫鱗紋織出しの大群

に左右側面に２個づつ後面に

１個の般若面を大きく刺纏し

ているのか印象的である。



一 一 -

大切に守り伝えて来た|||」･人の情然て｀･、現在も|眼li;jにり台を兄ることが

出来るので｀す。

　しかし、現在23台残るこれらのli山祭屋台も年に･度の祭礼口にＬ

か曳き出されませんでＬたので、何とか遠来の方々に一一年を通Ｌて屋

台を目にしていただきたいという念jlからl･6山祭屋台会館」を建

設し、４台ずつ交代で公ＩＬて、「さすが飛騨の|!iEの技と心」と賞賛

をいただいています｡

　文化財保護のため照明の照jiを落としておりますので･ご･ｒ承ください。

畠山祭のみどころ　国指定ｓ要無形民俗文化財

　高山祭は、ながい営lllのくらＬか･･､解放され花|剔く4祭（４月14･

15田と、取り入れを終えて、渦|||紅葉に彩られる秋祭（1011 9 ・10

田の二度行われます。

　高山の屋台申ただ一台の屋

根か唐破風で、古い台形を残

している責重な屋台である。

酉「粂の仙人と美女」の操り

人形があったか、風紀上よく

ないという代官の差し止めに

より、現在は祭神として仙人

像か飾られている。

驀
尊

　創建年代不詳、文政11年大

改修で、棟飾りに雌雄の大亀

を載せた、この大亀は屋根を

軽くするため和紙に漆をかけ

た一閑張りで出来ている。こ

の屋台の台輪は、ケヤキ材の

一枚板で高山の屋台の内で一

番美しい。
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　劃建年代は寧憬Ｓ年以餉と

君われ7:おり里古の一つ。明

治９年の大火で一部類焼し、

明治le年に再興、神社●鎬の

梱式を取りいれている。この

地域を開いた行者の紬右薯い

祭神として、役の行者か酋ら

れている。
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国指定重要有形民俗文化財博物館相当施設

　?I11射で･は、占式にの一､と､った祭事のあと、氏f･IIIの倶奉による祭行

夕|』が町にくり出します。カンカコカンと呼ばれる匍一楽、大太神楽や

雅楽などの奏せられるI11を、神旗、一名旗、神附が、一一文字笠に衿娶

の讐11ilをＬたがぇて長いﾀI』を作り、獅子舞は戸毎に訪れて氏子一|司の

弥栄を析ります。

　一星各町内の屋台蔵

から曳き出された屋台は、

神剣鏡内などに曳き揃え

られ、桔巧で海技なアイ

ディアのからくり人形の

奉納があり、夕方ともなると各44台は棟から勾欄へと飾む､れたたくさ

んの提灯に明かりを入れて「高い山からノーエ、谷底見れば」と、ゆ

･ったりした曳き別れ歌をうたいつつ夜祭は最高潮に達Ｌます。

喩
幕
　創建年代は不詳、明治33年

から３ケ年かかって大改修を

行い、飛騨の匠の大工､彫師、

金具師、塗師などの技術を集

中した装飾をほどこしている。

屋台芸術の粋をあつめた絢爛

豪華な屋台である。

雀
轟

　創建年代は不詳、嘉永フ年

に378両をかけ大修理を行っ

ている、その後、明治43年に

再度大修理か行われ、総坪３

万坪という金具と、フ尺の棒

の大材で彫られた谷越え獅子

の波渡りは、高山の屋台最大

のものである。

　文政年間に創造された前神

輿か、明治日年に大火のため

焼失して、明治21年から５ケ

年かかって創造した。ハ角形

の雄大な形態と壮厳な美しさ

を誇り優美な装飾は、日本一

と称され、重さ約日トン半の

大神輿である。
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